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毎週木曜日12：00～12：30 FMくめじま
課外授業 ～ようこそ久米島学習センターへ～
もよろしくお願いします。

<やめられない>

第19走者

じんぶん館で、久米島のアフリカンバンド「tumba」の
代表である田村圭介さんにイベントをしていただきまし
た！お忙しい中、本当にありがとうございました。

とても楽しく団結力が上がっていいと思いました！また、
いい交流の場になりとても楽しかったです！
（千裕）

それぞれ太鼓を叩いているのに、ばらばらの
リズムが一体感を持っているのが不思議だっ
た。とても楽しかったです！（左助）

ドラムサークルを始める前は、ただドラムを習うだけだ
と思っていましたが、始まるとみんな色んなリズムで自
由にドラムを叩いたりとても楽しかったです！またドラ
ムサークルがある時はぜひ参加したいです！（太郎）

ドラムサークルでは見たことのない楽器等も教えていた
だきました。私には知らない文化がまだまだあるという
ことに驚いたのと同時に音楽の楽しさを再確認できた時
間でした！（夏美）

色んな人と音やリズムを合わせて太鼓を叩く
ことで、一体感が生まれた気がしました！音
楽の面白さやすごさを改めて感じることがで
きました！（美緒）

私は、ドラムサークルイベントを通して、初めて音楽が
一つになる感覚を知りました。楽譜が無い中で、みんな
それぞれの個性を「音」という形で奏でていて、とても
感動しました。そんなバラバラの「音」が一斉にしてま
とまる瞬間は圧巻で忘れられません。この機会を作って
くれたドラムバンドメンバーの皆さん、ハウスマスター、
じんぶん寮生に感謝しています。また参加したいと思い
ます！ありがとうございました！（茉亜）

今回のドラムサークルに参加してみて、最初は「太鼓を
叩くのが楽しそう！」と思って参加しましたが、みんな
で太鼓を叩くというのは楽しさだけでなく、みんなが一
つにつながった気がしてとても幸せな時間に感じまし
た！本当に参加してよかったと思いました！（隼夢）

初めてドラムサークルに参加した時に一瞬で虜になり「い
つか必ずじんぶん館で」という思いをずっと抱いていま
した。好きな人たちと全身で音を楽しむ時間はただただ
幸せでした。（ハウスマスター大石）

ドラムサークルに参加して楽器は自分の個性を表す事の
出来る一つの手段だと実感しました。自分の思うままに
叩くことができたのでとても楽しかったです。（一太）

決まったリズムをみんなでたたくのかと思っていたけど、
各々思いのままに自由だった。圭介さんの動きに合わせ
て叩いて一体感が生まれ、すごく楽しかった！ただ、自
由に叩いてと言われてもリズムが思いつかなかったので、
ちょっと悔しかったです。笑
いろんな音楽を生み出している人はすごいと思いました。
私も大人になったら自分の楽しいと思うことをやってい
きたいと感じました。機会を作ってくれてありがとうご
ざいました。参加できて楽しかったです！（芽衣）

～何がやめられないかって？それは“歌う”こと～

※ご注意（入塾について）
高校3年生の入塾は4月までと
なっておりますので、現2年生
の方はお気を付けください。

仲良しの友達の集まりまで送迎♬仲良しの友達の集まりまで送迎♬

焼き芋のイベント会場まで
送り迎え♪
焼き芋のイベント会場まで
送り迎え♪

　ある日、ゲートボール仲間で集まることになり
ました。
　でも、M さんのご家族は、仕事があるので、
送り迎えのための都合がつきそうにありませんで
した。
　友達の Sさんに相談すると、
「娘（S さんの娘）に送迎をお願いしてみよう」
となり、S さんの娘さんは快く引き受けてくれま
した。
　集まりの日、M さんのご家族から、仲良し友
達みんなへ、手作りのお菓子の差し入れが届きま
した。
　Mさんは、楽しく過ごすことができました。

　高齢のAさんは、車を処分し、免許証も返しました。
　そのため、自由にいろんな所へ行けなくなって、
さみしさを感じていました。
　ご近所のH さんは、そんなA さんの様子を見て
「Aさんにみんなと楽しんでもらいたい」
という気持ちから、地域の方と高齢者が集まって、
“ゆんたく” するイベントにAさんを誘いました。
そして、HさんがAさんを送り迎えしてくれたので、
Aさんは、楽しい時間を過ごせました。

福祉課地域包括支援センター ☎985-7124担 当

しかし、日々の生活の中で、忙しくて時間がなく、「送り迎え」ができないという意見があると思います。
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